
 

い
よ
い
よ
六
月
一
日
か
ら
六
月
三
日
ま
で
、
町
屋
十
六
ヶ
町

・
三
河
島
（
荒
川
）
三
十
一
ヶ
町
・
南
千
住
（
汐
入
、
石
浜
は

除
く
）
十
四
ヶ
町
計
六
十
一
ヶ
町
の
氏
子
区
域
を
持
つ
千
住
大

橋
際
に
鎮
座
す
る
西
暦
七
九
五
年
創
建
の
素
盞
雄
神
社
（
天
王

さ
ま
）
の
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

五
月
三
十
一
日
（
木
）
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
宵
宮
祭
、
六

月
一
日
（
金
）
午
前
十
時
三
十
分
と
午
後
六
時
か
ら
大
祭
式
、

六
月
二
日
（
土
）
御
本
社
大
神
輿
宮
出
し
、
六
月
三
日
（
日
）

御
本
社
大
神
輿
宮
入
り
の
日
程
で
す
。

宮
出
し
は
午
前
五
時
か
ら
行
わ
れ
、
御
本
社
大
神
輿
は
十
時

三
十
分
に
千
住
間
道
都
電
フ
ミ
キ
リ
前
に
て
三
河
島
連
が
引
き

受
け
ま
す
。
明
治
通
り
の
宮
地
ロ
ー
タ
リ
ー
→

町
屋
駅
前
→
荒
木
田
交
番
前
ま
で
行
き
、
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
町
屋
駅
前
に
鎮
座
す
る
原
稲
荷
神
社
境

内
に
作
ら
れ
た
お
仮
屋
に
入
り
一
拍
し
ま
す
。

担
当
者
が
一
晩
中
、
寝
不
寝
番
し
ま
す
。
翌
朝

八
時
に
御
本
社
大
神
輿
は
出
発
し
町
屋
町
内
を

巡
行
し
、
午
後
三
時
に
大
関
横
丁
に
あ
る
鈴
木

酒
販
店
近
く
で
我
ら
南
千
住
方
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。
日
光
街
道
を
横
切
り
、
二
丁
目
地
域
に
入
り
、
一
回
り
し

て
浄
閑
寺
前
を
通
り
、
日
光
街
道
へ
戻
り
、
右
に
曲
が
り
、
日

光
街
道
を
逆
走
し
て
仲
通
り
に
コ
ツ
通
り
へ
、
左
曲
が
り
城
北

信
用
金
庫
ま
で
進
み
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
曳
か
れ
て
来
た
神

輿
に
担
ぎ
棒
を
入
れ
、
も
み
綱
を
か
け
ま
す
。
大
神
輿
は
、
神

社
か
ら
与
え
ら
れ
た
白
丁
（
白
い
袢
天
）
を
着
て
半
ダ
コ
半
モ

モ
に
白
足
袋
を
履
き
キ
リ
リ
と
鉢
巻
を
し
た
担
ぎ
手
（
町
内
か

ら
選
抜
）
に
担
が
れ
、
コ
ツ
通
り
を
上
り
、
宮
入
り
し
ま
す
。

神
輿
の
中
に
は
神
様
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
氏
子
の
皆
様
の

厄
を
祓
い
、
幸
せ
を
願
っ
て
家
々
を
廻
り
ま
す
。
大
祭
式
で
神

輿
に
神
様
を
納
め
、
宮
入
り
後
に
神
様
を
取
り
出
し
、
神
輿
は

神
社
の
神
輿
蔵
に
入
り
ま
す
。

祭
礼
が
行
え
る
の
も
氏
子
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ツ
通
り

杉
山
六
郎
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

３
月
末
で
高
専
も
大
学
も
非
常
勤
講
師
を
リ
タ

イ
ア
し
ま
し
た
。
今
は
国
公
私
立
の
大
学
も
高
専

も
70
歳
定
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
病
院
通
い
を
し

な
が
ら
、
各
種
の
学
会
の
論
文
書
き
に
勤
し
み
ま

す
．
現
役
の
時
か
ら
、
機
械
学
会
、
精
密
工
学
会
、

高
専
学
会
、
産
業
考
古
学
会
、
技
術
史
教
育
学

会
、
数
学
教
育
学
会
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
通

常
春
と
秋
に
研
究
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
『
高
専
出
身
者
を
描

い
た
小
説
』
、
『
子
ど
も
用
遊
具
の
製
作
か
ら
工
学

へ
』
、
『
産
学
公
連
携
』
、
『
荒
川
区
に
お
け
る
自
転

車
生
産
』
、
『
工
作
機
械
の
振
動
解
析
』
、
『
分
業
・

協
業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
荒
川
区
の
町
工
場

に
見
る
』
、
『
実
践
的
高
専
力
学
の
構
築
』
等
で
す
。

実
験
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
理
論
研
究
、
歴
史

研
究
に
重
点
が
移
り
ま
し
た

自
分
で
ノ
ル
マ
を
課
さ
な
い
と
、
ぐ
う
た
ら
な
生

活
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
役
の
時
は
限
度
額
は

あ
り
ま
す
が
、
学
会
費
や
旅
費
を
研
究
費
か
ら

支
出
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
費
用
を
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ネ
ー
か
ら
出
す
の
は
大
変
で
す
。

今
年
度
の
研
究
テ
ー
マ

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
こ
こ
数
年
、
身
の

回
り
の
コ
イ
ン
式
駐
車
場
に
会
員
制
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
車
が
設

置
さ
れ
る
例
が
増
え
ま
し
た
。
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
な
い
私
も
、
数

年
前
に
会
員
に
加
入
し
、
必
要
な
時
だ
け
便
利
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
、
自
宅
近
く
の
駐
車
場
か
ら
近
距
離
の
目
的
地
に
向
か
っ
て
出

発
す
る
利
用
パ
タ
ー
ン
で
す
が
、
最
近
は
全
国
各
地
に
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
電
車
や
飛
行
機
で
出
か
け

た
旅
先
で
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
短
時
間
の
利
用
の
場
合
は
、

レ
ン
タ
カ
ー
よ
り
も
お
得
な
料
金
で
、
返
却
時
の
燃
料
補
給
の
手
間
が

い
ら
な
い
点
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

近
日
中
に
、
日
帰
り
で
伊
豆
へ
出
か
け
る
予
定
が
あ
る
の
で
す
が
、

伊
東
ま
で
は
電
車
で
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
利
用

す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
都
内
や
近
郊
の
道
路
は
、
常
に
交
通
量
が

多
く
て
緊
張
す
る
上
に
、
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
あ
る
た
め
私
は
あ
ま
り
運
転
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
電
車

な
ら
渋
滞
の
心
配
も
な
く
安
楽
に
時
間
通
り
に
動
け
る
は
ず
で
す
。
行

き
は
小
田
原
か
ら
先
で
相
模
湾
の
車
窓
を
楽
し
ん
で
、
伊
東
か
ら
は
目

的
地
ま
で
緑
豊
か
な
伊
豆
半
島
を
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
で
移
動
し
ま
す
。

帰
り
の
電
車
で
は
弁
当
に
お
つ
ま
み
、
そ
し
て
ビ
ー
ル
で
も
飲
み
つ
つ

ウ
ト
ウ
ト
居
眠
り
で
も
…
全
行
程
を
車
で
移
動
す
る
プ
ラ
ン
で
は
絶
対

に
で
き
な
い
芸
当
で
す
。

■
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
■

南
千
住
５
丁
目
43
の
13
【
城
北
信
金
並
び
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
休
業
日
の
ご
案
内
★
【
６
月
は
一
部
不
定
休
で
す
】

５
月
…
29
（
火
）

６
月
…
３
（
日
）
、
６
（
水
）
、
12
・
19
・
26
（
火
）

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

天
王
祭｢

大
祭｣

「
レ
ー
ル
＆
カ
ー
シ
ェ
ア
」
で
広
が
る
旅
の
楽
し
み

土
休
日

平
日
（
月
～
金
）

※
６
月
２
日
（
土
）
「
お
祭
り
★
す
ま
い
る
た
う
ん
読
者
感
謝
セ
ー
ル
」
を
当

日
限
定
で
開
催
し
ま
す
。
本
紙
を
ご
提
示
の
お
客
様
に
限
り
、
店
内
メ
ガ
ネ
セ
ッ

ト
を
全
品
20
％
引
き
に
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
レ
ン
ズ
の
み
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
通
常
￥
２
，
８
０
０
の
カ
ラ
ー
染
色
を
無
料
に
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

得
な
こ
の
機
会
に
ご
来
店
、
ご
用
命
下
さ
い
ま
せ
！


